
ち
ば
中
学
生
県
議
会
に
お
い
て 

可
決
さ
れ
た
決
議
　 

     

心
豊
か
で
住
み
よ
い 

　
ち
ば
づ
く
り
に
関
す
る
決
議 

　
私
た
ち
の
住
む
千
葉
県
は
、
今
年
で
開
港

三
十
周
年
を
迎
え
た
成
田
国
際
空
港
、
二
十

五
周
年
を
迎
え
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
、
私
た
ち
が
誇
れ
る
日
本
を
代
表
す
る

施
設
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三

方
を
海
に
囲
ま
れ
、
温
暖
な
気
候
で
自
然
に

も
大
変
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
に
至
り
、

急
速
な
高
齢
化
や
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
問
題
な
ど
、
深
刻
な
社
会
問
題

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
こ
れ
か
ら
の
千
葉
県
を
担
っ
て

い
く
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
は
、

地
球
に
や
さ
し
く
、
人
を
思
い
や
る
心
を
大

切
に
し
、
将
来
、
人
々
か
ら
の
信
頼
と
尊
敬

を
得
ら
れ
る
人
間
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

学
校
生
活
や
地
域
生
活
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
自
然
や
環
境
を
大
切
に
す
る
よ
う
心

が
け
、
ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
に
交
通
機
関

の
席
を
ゆ
ず
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
た
行
動
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
そ
し
て
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
快
適
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、
段
差
の
解
消
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
考
え

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
ち
ば
中
学
生
県

議
会
と
し
て
、
私
た
ち
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

全
て
の
千
葉
県
民
が
、
環
境
を
大
切
に
す
る

心
が
け
や
、
人
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、
人

と
自
然
が
共
生
で
き
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
心
豊
か
で
住
み
よ
い
ち
ば
の
実

現
に
向
け
て
、
一
層
努
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
、
強
く
希
望
し
ま
す
。 

 

　
▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例 

　
▽
千
葉
県
恩
給
条
例 

　
▽
千
葉
県
松
風
園
設
置
条
例 

　
▽
千
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学
設
置
管
理

条
例 

　
▽
千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校
設
置
管
理

条
例 

　
▽
千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館
設
置
管
理

条
例 

　
▽
千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補

条
例 

　
▽
千
葉
県
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整

理
事
業
施
行
条
例 

　
▽
教
育
機
関
設
置
条
例 

　
▽
千
葉
県
水
道
事
業
給
水
条
例
等 

◆
そ
の
他
（
十
件
）   

　
▽
千
葉
県
立
大
房
岬
少
年
自
然
の
家
の

管
理
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例 

　
▽
契
約
の
締
結
（
三
件
） 

　
▽
千
葉
県
道
路
公
社
の
行
う
有
料
道
路

の
事
業
計
画
の
変
更 

　
▽
専
決
処
分
の
承
認
（
二
件
） 

　
▽
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意 

　
▽
監
査
委
員
の
選
任
同
意
（
二
件
） 

   

　
▽
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
の
た
め
、
北

朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
継
続
を

求
め
、
ま
た
、「
核
計
画
申
告
」の
検
証

結
果
に
よ
っ
て
は
テ
ロ
支
援
国
家
の

指
定
解
除
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
民
的

運
動
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書 

　
▽「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法（
仮
称
）」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
米
の
生
産
調
整
に
関
す
る
意
見
書 

　
▽
漁
業
用
燃
油
価
格
の
高
騰
に
関
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
国
に
お
け
る
平
成
二
十
一
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

　
▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に

関
す
る
意
見
書 

　
▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
意
見
書 

   

　
▽
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て 

                                             

◆
条
例
の
制
定
（
一
件
）   

　
▽
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

管
理
等
に
関
す
る
条
例 

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
十
三
件
）   

　
▽
千
葉
県
県
税
条
例 

　
▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例 

　
▽
千
葉
県
職
員
定
数
条
例
等 

        

　
　
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
は
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
更
新
の
基
準
は
あ
る
の
か
。 

　
　
現
在
は
、
漏
水
や
赤
濁
水
の
発
生

の
多
い
管
路
を
優
先
的
に
更
新
し
て
い
る
。 

　
今
後
は
、
配
水
管
等
の
布
設
年
度
、

漏
水
や
赤
濁
水
の
発
生
状
況
、
破
損
し

た
場
合
の
断
水
区
域
な
ど
の
影
響
の
大

き
さ
な
ど
を
考
慮
し
て
優
先
順
位
を
定
め
、

平
成
二
十
二
年
度
を
め
ど
に
具
体
的
な

更
新
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。 

   

　
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止

法
の
改
正
に
伴
い
、
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
大
容
量
泡
放
射
シ
ス
テ
ム
と
は

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。 

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
タ
ン
ク
火

災
を
消
火
す
る
の
か
。 

　
　
大
容
量
泡
放
射
シ
ス
テ
ム
と
は
、

石
油
タ
ン
ク
の
全
面
火
災
の
消
火
に
用

い
る
消
火
用
資
機
材
で
、
具
体
的
に
は
、

吸
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
か
ら
水
を
吸
い

上
げ
、
そ
の
水
を
消
火
剤
の
原
液
と
一

定
の
割
合
で
混
合
装
置
を
使
い
混
合
し
、

直
径
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
放
水

砲
で
放
射
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
県
に

お
い
て
配
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
シ
ス

テ
ム
は
、
毎
分
三
万
リ
ッ
ト
ル
の
放
水

を
二
セ
ッ
ト
同
時
使
用
し
、
二
時
間
、

連
続
放
射
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
タ
ン
ク
火
災
の
消
火
方
法
は
、

火
災
が
起
こ
っ
て
い
る
油
の
表
面
を
大

量
の
泡
で
覆
い
、
空
気
を
遮
断
し
て
消

火
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

　
　
が
ん
拠
点
病
院
の
医
師
不
足
問
題

が
新
聞
報
道
さ
れ
た
が
、
専
門
医
な
ど
、

が
ん
拠
点
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
に
つ
い
て
、
千
葉
県
で
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。 

　
　
県
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
、

が
ん
診
療
の
専
門
医
を
育
成
す
る
た
め
、

全
国
か
ら
医
師
を
公
募
し
、
研
修
を
行

っ
た
後
、
県
内
の
地
域
が
ん
診
療
拠
点

病
院
で
勤
務
し
て
も
ら
う
「
が
ん
専
門

修
練
医
育
成
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
、
六
名
が
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

で
研
修
を
受
け
て
い
る
。 

　
ま
た
、
が
ん
診
療
に
当
た
る
看
護
師

を
養
成
す
る
た
め
、
「
が
ん
に
お
け
る

質
の
高
い
看
護
師
育
成
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
に
は
十
四

名
の
看
護
師
が
研
修
を
修
了
し
た
。 

　
が
ん
医
療
は
専
門
性
の
高
い
医
療
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
質
の
高
い
医

師
等
の
養
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
外
来
種
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
農

作
物
被
害
が
増
え
て
い
る
が
、
本
県
の

被
害
状
況
は
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
防
除
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。 

　
　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、

平
成
十
六
年
度
に
七
十
六
万
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
十
九
年
度
に
は
六
百

八
十
六
万
円
と
九
倍
に
な
っ
て
い
る
。 

　
県
で
は
、
外
来
生
物
法
に
基
づ
く
「
ア

ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
の
同
意
を
得
て
、

六
月
十
九
日
に
国
に
確
認
申
請
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
今
後
、
国
の
確
認
を
得
ら
れ
次
第
、

市
町
村
と
連
携
し
ア
ラ
イ
グ
マ
根
絶
に

向
け
て
積
極
的
に
防
除
を
進
め
て
い
く
。 

   

　
　
立
地
企
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
現

行
の
補
助
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
十
七

年
度
以
降
に
立
地
し
た
企
業
の
雇
用
や

税
収
な
ど
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
、

検
証
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
税
収
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
取
得

税
で
補
助
金
の
半
分
程
度
が
回
収
さ
れ

て
お
り
、
他
の
税
収
を
含
め
る
と
操
業

を
開
始
し
た
翌
年
度
に
は
、
補
助
金
を

上
回
る
額
を
回
収
し
て
い
る
。 

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
に

立
地
し
た
九
十
社
の
う
ち
六
十
六
社
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
が
、
約
三
千
六

百
人
で
あ
り
、
平
成
十
七
年
の
約
三
千

八
百
人
、
平
成
十
八
年
の
約
三
千
二
百

人
と
合
わ
せ
て
、
三
年
間
で
約
一
万
人

の
雇
用
効
果
が
あ
っ
た
。 

   

　
　
飼
料
用
米
の
利
用
方
法
の
研
究
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
　
玄
米
で
は
、
乳
牛
で
二
〇
％
、
肉

用
牛
で
四
〇
％
、
豚
・
鶏
で
五
〇
％
を

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
代
替
で
き
る
。 

　
現
在
は
、 

リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ド
（
液

状
飼
料
）
で
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

も
み
米
の
状
態
で
の
給
餌
方
法
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

   

　
　（
仮
称
）印
旛
沼
橋
梁
に
つ
い
て
、

道
路
と
鉄
道
両
事
業
の
一
体
化
に
よ
る

工
事
コ
ス
ト
、
材
料
の
縮
減
の
効
果
は

ど
う
か
。 

　
　
両
事
業
を
単
独
で
建
設
し
た
場
合

と
比
較
す
る
と
、
桟
橋
工
等
の
仮
設
工

事
を
一
元
化
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

約
四
％
、
二
億
六
千
万
円
程
度
の
縮
減

と
な
る
。 

   

　
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、

現
在
、
休
止
し
て
い
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
相
撲
場
及
び
水
泳
場
を
廃

止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
競

技
の
振
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。 

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
団
体
が
県
民
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
果
た
し
て
き
た
役
割

の
大
き
さ
を
踏
ま
え
、
今
後
も
継
続
し

て
競
技
力
向
上
事
業
な
ど
を
通
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
。 

 

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会 

総
務
常
任
委
員
会 

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会 

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会 

県
土
整
備
常
任
委
員
会 

文
教
常
任
委
員
会 

農
林
水
産
常
任
委
員
会 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会 

主
な
質
疑
か
ら 
各
常
任
委
員
会
の 

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

採
択
さ
れ
た
請
願 

監 査 委 員

河上　　茂 
（自民党） 

堀江　はつ 
（民主党） 

議会において 
選任された委員・議員 

江野澤吉克 
（自民党） 

君 津 広 域

水道企業団

議 会 議 員

常任委員会委員 

委
　
　
　
　
　
員

委
　
　
　
　
　
員 

委
員
長 

副
委
員
長 

委 員 会 名 総合企画水道 総　　務 健康福祉 環境生活警察 商工労働企業 農林水産 県土整備 文　　教

定数／現員 12／12 12／12 12／12 12／12 12／11 11／11 12／12 12／12

委　員　長 山中　　操 
（自民党） 

石毛　之行 
（自民党） 

信田　光保 
（自民党） 

矢野　光正 
（自民党） 

木名瀬捷司 
（自民党） 

服部　友則 
（自民党） 

鈴木　昌俊 
（自民党） 

臼井　正人 
（自民党） 

副 委 員 長 西尾　憲一 
（自民党） 

今井　　勝 
（自民党） 

木下　敬二 
（自民党） 

亀田　郁夫 
（自民党） 

鈴木　　衛 
（自民党） 

秋山　光章 
（自民党） 

江野澤吉克 
（自民党） 

伊藤　昌弘 
（自民党） 

自　民　党

川名　寛章 

石橋　清孝 

皆川　輝夫 

谷田部勝男 

大松　重和 

酒井　茂英 

伊藤　和男 

石井　利孝 

山口　　登 

遠藤　澄夫 

近藤喜久夫 

伊藤　　丈 

佐藤　正己 

大野　　眞 

浜田　穂積 
成尾　政美 
岡村　泰明 
伊藤　　勲 
渡辺　芳邦 
西田　　譲 

斎藤　万祐 

中村　昌成 

宍倉　　登 

田中　宗隆 

武田　正光 

田久保尚俊 

河上　　茂 

阿井　伸也 

西田三十五 

松下　浩明 

本清　秀雄 

阿部　紘一 

臼井　正一 

瀧田　敏幸 

林　　幹人 

民　主　党

河野　俊紀 
花崎　広毅 
高松健太郎 

田中　　明 
田中　信行 
小泉　文人 

堀江　はつ 
遠藤　英喜 

杉田　守康 
竹内　圭司 
矢崎堅太郎 

天野　行雄 
布施健太郎 

岩井　　覚 
横堀喜一郎 
礒部　裕和 

黒田　　雄 
高木　　衛 

湯浅　和子 
石井　宏子 
篠崎　史範 

公　明　党 阿部　俊昭 秋林　貴史 石川　信一 吉野　秀夫 藤井　弘之 

吉川　　洋 

赤間　正明 

共　産　党 小松　　実 丸山　慎一 三輪　由美 

川本　幸立 

塚定　良治 

岡田　幸子 

市民ネット・社民・無所属 小宮　清子 大野　博美 

佐野　　彰 無　所　属 佐渡　　斉 

16／16

委
員
外
議
員 

丸山　慎一 
川本　幸立 
佐野　　彰 
佐渡　　斉 

宇野　　裕 
伊藤　　丈 
佐藤　正己 
阿井　伸也 
西田三十五 
臼井　正一 
谷田部勝男 
大野　　眞 
内田　悦嗣 
田中　信行 
小泉　文人 
横堀喜一郎 
篠崎　史範 
塚定　良治 

遠藤　澄夫 
（自民党） 
宍倉　　登 
（自民党） 

議 会 運 営  
委員会委員 

鈴木　良紀 

宇野　　裕 

小島　武久 

鐡本　　充 

内田　悦嗣 

（平成20年7月11日現在）  （平成20年7月11日現在） 
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